




はじめに
OSA DCは、���<、メーカー、DE<、およびオープンデータソースからのデータをリ
アルタイムでTUおよび�Vする���の WXブロックチェーンプラットフォームです。AI

すでに]^のある をベースにabされており、 カfで ghの��OSA Hybrid Platform 3 20
�<やメーカーにサービスをklしています。

すでにプラットフォームのnoとpnのために r をst<のu々にwxいただきま420 USD
した。

サービスn{g|、 rドルghのT}を~み�しています。100

このプラットフォームは、DE<に���の�い����とオンラインアシスタントサー
ビスをklし、�uで の を�X�とするエコシステムは、メーカーと���<OSA DC AI
に���な����とビジネス��を���する��をklします。

OSA DCを��して、DE<は� あるデータをklし、そのstの¢£りとしてプラッ
トフォーム¤のトークンを¥け¦ることが�|ます。

スマートコントラクトは、 ��¨�、�©ª«を¬に®み¯わせ、²³�の´µKPI、
と¶·�にブロックチェーンに¸¹することでデータプロバイダの¼½を¾;し、DE<
の¿}をµÀします。 はまた、これらのパフォーマンスÁÂのÃ�をモニターすOSA DC
る�Æ�なÇ�<としても��します。

OSA DCの ÉÊは���<とメーカーにDE<フィードバックへのÍÎアクセスをもたAI
らし、�uDE<はこの を¿�してÐÑ�な��にÒづいたÔÕÖ×をØうことが�|AI
ます。

AlaaS:DEÙのサプライチェーンにおける、DE<と¶ <のためのÚÛのメインデジタ
ルアシスタント。

OSAデジタルアシスタントはDE<のニーズに���にÝえるußをklします。(すな
わち おâ、ãä、åæ)

OSAトークン: DE<のニーズにÝえ、サプライチェーン¶ <のビジネスéêをëÖす
る、ÚÛのìíトークン。

OSAエコシステム

XXîïのðたちのñは？



� はどうなっていますか？
	
��とスマートコントラクトによってòóされ、ブロックチェーンにÒづいた���ビ
ッグデータプラットフォームです。

このプラットフォームはバイヤー、DE<、���<、メーカー、およびöの÷øデータソ
ース (オープンソースをùむ) からのûüなデータをリアルタイムにTU、ý、Uþ、�
Vします。

この���プラットフォームは���とÿ��をDE<にklし、��でき��にアクセス
��な��にÒづく、	�かつ¯ó�なý�を��にします。

AIはDE<のデジタルアシスタントになりつつあります

メーカーと���<は、�Ãされた�データエコシステム ( によりUþ、ビットコインAI
��により¸¹) ��を�うことでより���に��し、Ð�Ö×プロセスを���できま
す。

これによりサプライチェーン¤の��な��による��を��させることができます。
メーカーや���<は、DE<データ、フィードバック、ØXにÒづく のk�にアクセスAI
できます。これには、DE<とÍÎ��する��もùまれます。 �られた�íデータのい
くつかは、�までÚÛ�の�も¿�できませんでした。これらはÖ× のモニタリング、
「"]の#ä」ã%でのý�における��&�の�í�、"の�¸'��、��ý�の#ä
における��()をùみます。 これらは、ビジネスhのÖ×をØうhでk�の*+をü,
に-げます。



ðたちのビジョン

スマートDE<: ���の�い、��にアクセス��な/�と��にÒづいて、01アシ
スタントのk�に2いインテリジェントなÐ�Ö×をØいます。 (3: 45、¨�、67、
トレーサビリティ、�¸) ��の¨�は、��®Ã (Ã�) またはピアツーピア:;にÒ
づいています。 /�レーティングは、45の�<を=>させるよりも/�¸xけをhげる
ことにメーカーが�?を;つ@り、B5���におけるìí�Cになります。

DE<の�: ðたちは、DE<を�つのコミュニティにFUし、メーカーや���<とG
じレベルのHJ�をもたらします。 こうしてDE<はKLにMが、いつ、どのようにNし
いのかをOすことができます。

PQあるDE<: ãäのRSとともに、OSAでTUされた01アシスタントはÔV��の
Wをòóし、XYでのZ[Wを\�することができます。 7]hでÔVされた��の�ü

30％が��になっています！

åæなDE<: _`とAIがパートナーシップを®むことで、ðたちは_aに�するデータと
DE<の/�ý�を®み¯わせることが�|ます。 これにより、これまで�られていな
かったパターンをb×する を�Ãし、¬	のb�にÝじてc7でそれぞれaßBをnoし、AI
ef�なåæghをklすることができます。 ðたちはij、klm、ガンと�います！

OSAトークンエコシステムのメンバー
はMを¥け¦れますか？

�oと¿} ビジネス

ðたちは���のpたなãqをrsします: スマートDE<リテール

DE< tu

おâの
vþ

ãäの
vþ

åæの
gh

Z[wの
ü,な\�





OSAトークンの34:

�5

:��� (トークン)

�©

トークンの34: �5

データTU ��`�
ブロック
チェーン

データの
ý、�]

データの
µ�

��およ
び��

トークンの34: :��� (トークン)

エコシステム¤での:�い�
�としてのトークン

トークンは���のリアルタ
イム¦�を��にします



��コミュニティとのかかわり:

マイニングファームは トークンを;つマスターノードとして��する��を�ます1 OSA�

ブロックチェーンにハッシュを��

 ¡とµ�キャパシティ

���のかかわり:
��¤でOSAを¥うパートナーのý×

ìíな ソフトプロバイダとの ÍÎ�¯、オンデマンド¦§¨、POS POS
QRコードレシート¬、¦§および� システムとのÍÎ�¯

�8の トークン��®¯e×7、 °K、ウクライナ、スイス、シンガポール。OSA

トークンの34: �©

DE<はサービスをDEするだけではなく、エコシステム¤でのcØXに�して�©ト
ークンを¥け¦るデータプロバイダになります。

DE<は、メーカーからÍÎb×の��をÔVすることでも�©を¥け¦れます。



DE<はOSAトークンを��して:

エコシステム¤でサービスを¥け¦る

クーポンサービスなどのbオファーにアクセスする

オフライン³びオンライン¤´で/�をÔV

µ¶ zとリソース:

ベンチャーキャピタルファンドとエンジェル·¸Xの¹ºÔVにより�た·¸は、»f、
�f、°Kでのサービス¼üにxけられます。

トークンセールstの�øとしてUめられたリソースの½�:

マスタデータ��カタログ: カタログの�]とグローバル��カタログの�Ã

テクノロジー: ブロックチェーン、スマートコントラクト、��`�、z{|Ñ、¾¯¿]。

インフラストラクチャ: データプラットフォームのさらなるno、���プロセスのÀÁIT
コンピューティング、 ソリューション。UI/UX�B2C
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